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使用する種類もあるが、透漆は色顔料＊と混練することで各色の色漆＊を得ることができる。参：JIS K 五九五〇「精製漆」日本工業規格 
一九七九 [神谷嘉美]                            






























㎝の長さの傷をつけ、そこから 30ｃｍ間隔に付けていく。目立から 5 日後に、漆液を採集
する“辺掻き”を行う。辺掻きは 5 日に一度ずつ、各目立の傷の上に辺と呼ばれる平行の
溝を入れ、箆で漆を採取する。長さは、1 回目は 7～8ｃｍでその後徐々に長くしていく。6
月上旬から 9 月下旬までに最大 25 回ほど行い、この時採取した漆を辺漆と呼び、さらに最
初の 5 回までは初辺・初辺漆、6 回から 18 回を盛辺・盛漆、最後に 24 回までを遅辺・末
漆という。その後 10 月に入ってから、目立と最後の辺掻きの間に樹を半周する溝を入れ、
裏目漆を掻取る“裏目掻き”を行い、10 月末から 11 月上旬に“止掻き”で、樹を一周する
溝を入れ、止漆を採取する。止掻きの後は根元から伐採し、枝を約 1ｃｍに切り揃え、流水



















































































































図 1-1 《変り塗手板見本（高野松山）》文化庁 
     
松皮印伝       錆津軽        金虫喰        磯草         牡丹絞 
     
仙台絞        金革塗        棕櫚毛塗       朱地氷皸       革絞 
     
時雨朱地       時雨塗        手綱塗        青貝笛巻       梨地笛巻 
     
金貝研出し      柳絞         黒抜模様       菊打抜        朱桜塗 
     
文庫桜        立絞塗        紫檀塗        桐洗出し       黒檀塗 
     
朱溜透塗       吸上塗        桜皮塗        胡麻竹塗       煤竹塗 
     
朱溜霞        青貝霞        皸蠟色        青銅塗        御所之雪 
     
石地唐松       忍草塗        置紅葉        富貴之葉       青革塗 
     
四海波        青海波        古模様塗       朱銅雲形       朱味甚 
     















































































図 1--2《夜桜棗 少庵好 彭粗棗の内》 





































《URUSHI-SURFACE》という 2 つの作品を挙げ、その考え方を見ていく。 
 
 





































図 1-5 《URUSHI-SURFACE》2011年 90×90×8㎝ 
 
 
























































































































































































































































































































 漆の 5 つの独自性 
 

















































































































批目                    浮き出しと鉋目 
浮き出し 
鉋目 
図 2-10 飛騨春慶の技法 
31 
 




















































































































































































図 3-2《廻る》2012 年 






















図 3-4 《廻る》断面図 
38 
 
第 2 節 漆表面における世界観の構成 
 
《流 01―濁の循環―》、《流 02―濁の循環―》 
 
 

























































   
  
 
   































































































































表現×    ・・・・作品を通して何か表現するものがあったわけではなくイメー
ジを漆芸技法によってつくり上げた 










表現×      ・・・・漆の物質性を見せる 
                 物質としての魅力を見せるにはイメージは不要 
                       ↓ 

















第 4 章 重層的な装飾表現の探求 
 



































図 4-2 《渦》2013 年 細部 










   











図 4-3 《渦》断面図 
■ 吸上げ          
■ 透箔下漆         
■ 黒赤色漆＋透箔下漆    
■ 模様（黒赤紫色漆）    
■ 模様（青緑色漆） 
■ 光陽箔（純金色）        











































6. × 壁となる所から模様が生えてくる。（5 とは違い、描き方は起点の線を描いてそ














































































































図 4-5 《渦 02》断面図 

























































   








   





図 4-10 《透過―蠢―》 2013 年 細部 
 
 





  図 4-12 《透過―蠢 02―》 2013 年 細部 
 
 




































《流 03》、《蠢 03》 
図 4-13 《流 03》2014 年 180×11×0.3 ㎝     
 




図 4-15 《蠢 03》2014 年 180×11×0.3 ㎝ 
 





















図 4-17 《流 03》断面図 
   
   

































































図 4-20 《透過―葉－》断面図 
63 
 















は縦 45 ㎝であったため、映り込むのは上半身だけであったのだが、この作品は縦 200 ㎝、
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図 1-1 《変り塗手板見本（高野松山）》文化庁 
       ・・東京国立近代美術館編『近代日本の漆芸』淡交社 1981年 223～227頁 
図 1-2 《夜桜棗 少庵好 彭粗棗の内》3代目中村宗哲 高 7.7×径 7.2㎝ 
・・中村宗哲『漆の美 中村宗哲家の歴代』淡交社 2003年 31頁 
図 2-8 《初音蒔絵婚礼調度》 1639年 幸阿弥長重 徳川美術館 
       ・・小松大秀／加藤寛『漆芸品の鑑賞基本知識』至文堂 1997年 26、27頁 
図 2-9 《乾漆溜塗喰籠 亀甲》1991年 増村益城 東京国立近代美術館 
       ・・「増村益城展―漆の美・塗の造形」東京国立近代美術館 1997年 96頁 










































































































































■ 吸上げ          
■ 透箔下漆         
■ 黒赤色漆＋透箔下漆    
■ 模様（黒赤紫色漆）    
■ 模様（青緑色漆）    
■ 光陽箔（純金色）        



























   
   



















































































































































12. 工程 11と同じ 5色の絞漆をつくり、たんぽで細かい凹凸を付けていく 









































胎                     ４．エポキシ樹脂塗料を塗る② 
 
  
８．水研ぎ（耐水ペーパー＃600）       １０．炭研ぎ 
 
  








１３．絞漆③              （１３．細部） 
 
  
１７．朱合呂色漆を塗る①         （１７．細部：途中） 
 
  








（２０．細部）                           ２５．炭研ぎ 
 
  
（２５．細部）              ２６．朱合呂色漆で模様を描く 
 
  








２８．青緑色漆で模様を描き直す      （２８．細部） 
 
  
２９．中央以外の模様を研ぎつける     ３０．濃い青緑色漆で模様を書き直す 
 
  


















































１７．箔貼り（Z ブラックを塗る）     （１７．真綿で押さえる） 
 
  
（１７．押した部分とそうでない部分）   （１７．全体） 
 
  












２４．水研ぎ（耐水ペーパー＃600）     （２４．細部） 
 
  







２８．朱合呂色漆を塗る⑧         （２８．細部） 
 
  
３０．炭研ぎ                ３４．朱合呂色漆を塗る⑪ 
 
  



































12. 工程 11と同じ絞漆で、たんぽで細かい凹凸を付けていく 















































《流 01 ―濁の循環―》、《流 02 ―濁の循環―》 
260×φ11 ㎝， 260×φ14 ㎝ 
漆・箔・豆腐・塩化ビニールパイプ 
 













12. 赤紫色漆を赤と紫の配合の違いで 3 色の絞漆をつくり、たんぽで大きな凹凸を付けていく 
（＊絞漆：水を切った絹ごし豆腐を漆に混ぜ、タンパク質と漆が反応し粘り気を持たせた
もので、凹凸などのテクスチャーを付けることが出来る） 
13. 工程 12と同じ 5色の絞漆をつくり、たんぽで細かい凹凸を付けていく 














































   
１４．絞漆③                 １８．《流 01》箔貼り 
  
                   
１９．《流 01》箔を蒔く           １９．《流 02》箔を蒔く 
 
  







（１９．《流 01》細部）           （１９．《流 02》細部） 
 
  
２１．《流 01》朱合呂色漆を塗る②      ２２．《流 01》朱合呂色漆を塗る③ 
 
          






          
（２７．《流 01》）             （２７．《流 02》） 
 
  
（２７．《流 01》細部）           （２７．《流 02》細部） 
 
  






       







































































































胎                    １．表：エポキシ樹脂塗料を塗る 
 
  
３．裏：エポキシ樹脂塗料を塗る     （３．の細部） 
 
  








（１０．細部）              １４．箔貼り（希釈した Z ブラックを塗る） 
 
  
１４．箔貼り（純金色の光陽箔を置く）   １４．箔貼り（布で押さえる） 
 
  











１６．箔貼り               （１６．細部） 
 
  








１８．透箔下漆を塗る②          （１９．水研ぎ細部） 
 
  
２０．箔貼り直し             （２０．細部） 
 
  








２３．転写（図案）            ２３．転写（図案裏側） 
 
  
２３．転写（図案を置く）         ２３．転写（水彩絵の具を塗る） 
 
  








                             （細部） 
 
  
（向かって右端から１）               （２） 
 
  








（５）                  （６） 
 
  
（７）                  （全体） 
 
  








２９．透箔下漆を塗る④          (２９．細部) 
 
  
３０．透箔下漆を塗る⑤          （３０．細部） 
 
  








３３．黒赤色漆＋透箔下漆を部分に塗る   ３４．透箔下漆を箆で塗りこむ⑦ 
 
  
３９．透箔下漆を箆で塗りこむ⑩      （３９．細部） 
 
  








（４２．細部）              ４３．透箔下漆を塗る⑫ 
 
  
４４．炭研ぎ               （４４．細部） 
 
  








（４６．細部）              ４７．透箔下漆を塗る⑭ 
 
  
４９．水研ぎ（耐水ペーパー＃3000）    （４９．細部） 
 
  








（５１．細部）              ５２．模様の炭研ぎ（途中） 
 
  
５２．模様の炭研ぎ            ５３．水研ぎ（耐水ペーパー＃3000） 
 
  








５５．吸上げ           
 
  
（５５．細部）              ５６．吸上げ拭き取り 
 
  






































































































１０．絞漆          １４．転写 
 
  
（１４．細部）              １５．箔貼り 
 
  








１６．箔貼り               １７．透箔下漆を塗る① 
 
  
（１７．細部）              ２０．転写 
 
  








２２．透箔下漆を塗る③          ２３．透箔下漆を塗る④ 
 
  
２５．箔貼り               （２５．細部） 
 
  








（２６．細部）              ２８．水研ぎ（耐水ペーパー＃800） 
 
  
２９．松煙を混ぜた黒呂色漆で模様を描く  （２９．細部） 
 
  








（細部）                  （細部） 
 
  
（細部）                 ３１．透箔下漆を塗る⑥ 
 
  








３３．透箔下漆を箆で塗り込む⑦      ３５．透箔下漆を塗る⑧ 
 
  
３６．炭研ぎ               （３６．細部） 
 
  








（３８．細部）              ４０．炭研ぎ 
 
  
４１．透箔下漆を塗る⑪          ４２．炭研ぎ 
 
  








４４．炭研ぎ               ４６．胴摺り 
 
  
４７．吸上げ               （４７．細部） 
 
  








５４．摺り漆⑥              （５４．細部） 
 
  















＊漆を塗った後は約 8 時間ふろ（気温約 20 度、湿度 70～80％）に入れて乾かす 











































→焼き漆で模様を描いたら 7 日間置いておく 







40. 摺り漆⑤（工程 35 と同じで、テレピンで少し希釈した生漆を用いる） 










８．絞漆                 （細部） 
 
  
１２．箔貼り               （細部） 
 
  








１６．炭研ぎ               （細部） 
 
  
１７．模様を描く    （細部） 
 
  








２０．炭研ぎ               （細部） 
 
  
２１．希釈した透箔下漆を塗る⑤      （細部） 
 
  








２４．炭研ぎ               （細部） 
 
  
２５．透箔下漆を塗る⑦          （細部） 
 
  








２９．透箔下漆を塗る⑧          （細部） 
 
  
３２．胴摺り               （細部） 
 
  








３４．吸上げを拭き取る    （細部） 
 
  
３８．摺り漆④              （細部） 
 
  












＊漆を塗った後は約 8 時間ふろ（気温約 20 度、湿度 70～80％）に入れて乾かす 












































38. 摺り漆⑤（工程 35 と同じで、テレピンで少し希釈した生漆を用いる） 










１７．模様を描く   （細部） 
 
  
２３．希釈した透箔下漆を塗る⑥     （細部） 
 
  








３０．炭研ぎ               （細部） 
 
  
３２．胴摺り               （細部） 
 
  













































27. 工程 24 と同じ部分に透箔下漆を塗る（希釈なし） 
28. 水研ぎ（耐水ペーパー＃1000） 























制作工程写真⑨   
 
           
    ２１．透箔下漆      ２２．模様        ２４．水研ぎ 
 
           







１７．部分に純金色の光陽箔を貼る     （１７．細部） 
 
  
１８．希釈し透箔下漆を塗る        （１８．細部） 
 
  








２２．模様を描く             （２２．細部） 
 
  
２３．黒い部分の反転した模様を描く    ２４．絵の具をおとし、水研ぎ 
 
  








（２５．細部）              （２５．細部） 
 
  












































25. 工程 23 で、模様を描かなかった上の部分に、透箔下漆に少量の赤色顔料を混ぜたもの
で模様を描き、青息がかかるくらいに乾いたら、エルジー粉（ＳＧ）を蒔く 















37. 工程 35 と同じで、作品の上と下の部分にだけ透箔下漆を塗る（希釈なし） 
38. 炭研ぎ（するが炭） 
39. 工程 35 と同じで、作品の上と下の部分にだけ透箔下漆を塗る（希釈なし） 
40. 炭研ぎ（するが炭） 




































制作工程写真⑩  （作品の上部を上、中央を中、下方を下と表記する） 
 
           
    ２３．模様        ２８．粉固め       ３１．下透箔下漆 
 
           







９．下黒呂色漆+松煙を塗る        （９．細部） 
 
  
１５．上、中絞漆              （１５．細部） 
 
  








２０．上、中希釈した透箔下漆を塗る     （２０．細部） 
 
  
２２．水研ぎ（耐水ペーパー＃800）     ２３．上、中模様を描く 
 
  








（２５．細部）              （２５．粉を蒔く） 
 
  
２７．粉をはらう上            （２７．細部） 
 
  








２８．上、下粉固め           （２８．細部上） 
 
  
（２８．細部）              （２８．細部下） 
 
  








３１．下透箔下漆を塗る          ３５．上、下透箔下漆を塗る 
 
  
３６．炭研ぎ                ３７．上、下透箔下漆を塗る 
 
  








（３８．細部上）             ３９．上、下透箔下漆を塗る 
 
  
４０．炭研ぎ                ４２．炭研ぎ 
 
  








（４５．細部下）             ４７．炭研ぎ 
 
  
５０．中希釈した透箔下漆を塗る      （５０．細部中） 
 
  








200×120×0.5（㎝）の 3 枚組 
漆、箔、エルジー粉、アルミ複合板 
 





















いく（以降工程 25 まではこの部分に塗っていく） 
15. グリーン砥石で空研ぎ 
16. 工程 14 と同じで、再度錆漆を箆付けし、箔を貼っていない部分の凹凸を埋めていく 
17. グリーン砥石で空研ぎ 











































































ここまでで 3 枚ともが透漆での平らな面が出来き、ここ以降また 3 枚とも同じ工程となる 












63. 透箔下漆を塗る（希釈なし） ・・・左側⑪、中央⑫、右側⑬ 
64. 炭研ぎ（するが炭） 
65. 透箔下漆を塗る（希釈なし） ・・・左側⑫、中央⑬、右側⑭ 
66. 炭研ぎ（するが炭） 
67. 透箔下漆を塗る（希釈なし） ・・・左側⑬、中央⑭、右側⑮ 
68. 炭研ぎ（するが炭） 
69. 透箔下漆を塗る（希釈なし） ・・・左側⑭、中央⑮、右側⑯ 
70. 炭研ぎ（するが炭） 





































（“左１４”などはその 1 枚特有の工程のこと。説明の後にあるのは、写真がどれかを指す） 
  
５．エポキシ樹脂         ７．黒呂色漆+松煙を塗る 
 
  
９．水研ぎ                １０．箔貼り 
 
  








（１１．右）               （１１．細部） 
 
  
１３．模様描き中             （１３．左、中） 
 
  








（１３．右）               （１３．右） 
 
  
（１３．右）               （１３．細部） 
 
  








（左１４．細部）             左２５．炭研ぎ 
 
  
左２６．粉蒔き              （左２６．細部） 
 
  








左３２．希釈した透箔下漆を塗る③     （左３２．細部） 
 
  
左３６．希釈した透箔下漆を塗る⑤     （左３６．細部） 
 
  








左３９．炭研ぎ              左４０．希釈した透箔下漆を塗る⑦ 
 
  
左４２．模様描き             （左４２．細部） 
 
  








左４５．炭研ぎ              （左４５．細部） 
 
  
左４７．透箔下漆を塗る⑨         左４９．透箔下漆を塗る⑩ 
 
  








左５２．炭研ぎ              中２４．黒呂色漆+松煙を塗る 
 
  
（中２４．細部）             中２５．炭研ぎ 
 
  








（中２６．細部）             中２７．粉はらう 
 
  
（中２７．細部）             中２８．粉固め 
 
  








中４０．希釈した透箔下漆を塗る⑦     中４２．模様描き 
 
  
中４４．透箔下漆を塗る⑧        （中４４．細部） 
 
  








中４８．炭研ぎ              （中４８．細部） 
 
  
中５０．炭研ぎ              （中５０．細部） 
 
  








中５３．透箔下漆を塗る⑪         （中５３．細部） 
 
  
中５４．炭研ぎ              右２０．透箔下漆を塗る⑤ 
 
  








右２４．透箔下漆を塗る⑦         右２６．透箔下漆を塗る⑧ 
 
  
右２８．模様描き             （右２８．細部） 
 
  








右３５．透箔下漆を塗る⑪         右３６．炭研ぎ 
 
  
右３７．凹凸に 透箔下漆を塗る      ５５．箔貼り（マスキング）  
 
  








（５５．中）               （５５．中） 
 
  
（５５．右）               （５５．細部） 
 
  








（５６．右）                ５７．希釈した透箔下漆を箔の上に塗る左 
 
  
（５７．中）               （５７．右） 
 
  








５９．箔貼り直し             ６１．箔の上に模様を描く左 
 
  
（６１．中）               （６１．細部） 
 
  








６４．炭研ぎ中              ６５．透箔下漆を塗る左⑫ 
 
  
６６．炭研ぎ左              （６６．細部） 
 
  








６９．透箔下漆を塗る左⑭         ７０．炭研ぎ左 
 
  
７１．透箔下漆を塗る左⑮         ７２．炭研ぎ左 
 
  








（７２．細部）              ７４．胴摺り左 
 
  










吸上げ技法（工程 73 後の左） 
 
  
吸上げ技法（焼き漆で模様を描く）     吸上げ技法（焼き漆拭き取る） 
 
 
 
作品にライトを当てた際 
 
 
 
 
 
